　　　　　     07,5,31
　　市民会議第2期以降の活動全体計画案（修正案）　　運営委員会
　第20回全体会（4月１３日）に運営委員会より提案した資料（市民会議第2期以降　　　の活動全体計画案）の、第8項、第9項について、以下のように修正提案する。
（修正箇所を、下線および取り消し線で示す。）
　
８　第２期、第３期を進めるための市民会議の組織再編について

（別紙　「第2期以降の組織体制（案）」参照）

第１期の市民会議は組織立てがわからないという声があった。これはいくつかの原因が考えられるが、運営委員会の位置付けと、各作業チームの間に連携が充分とれなかったことに起因する課題があった。
運営委員の中でも充分に了解が取れなかったことは遺憾である。

第２期、第３期を進めるためには市民会議全員が共通理解を深めると共に、各市民会議内組織の責任者は絶えず全体を見渡し各組織が連携して自治基本条例素案をまとめるために努力しなければならない。
同時に、１年間で条例素案をまとめるという目標に鑑み、効率的な組織を検討する必要もある。

以上のような観点から、以下のような組織の再編を提案します。
　　（１）　組織を簡素化するために、これまでの運営委員会は廃止し、全体会のもとに幹事会を置く。
　　（２）　幹事会の任務は次の通りとする。
　　　　　　①　各部会間の調整

　　　　　　②　市民会議全体会の運営
　　　　　　③　渉外業務

④　その他重要事項について
（３）　幹事会のもとに部会を設置する。部会は策定作業部会、策定支援部会（ＰI・

広報）総務部会とする
　　（４）　部会の任務は次の通りとする

　　　　　　①　策定作業部会は、条例素案をつくる（学習活動を含む）
　　　　　　②　策定支援部会は、市民に対してＰＩ・広報活動を行う
　　　　　　③　総務部会は、全体会と幹事会の事務局機能を果たし渉外業務を行う
　　（５）　幹事会の任務を遂行していくために、幹事会直属の幹事会事務局をおく。
９　役員並びにその選出の方法
　（１）　幹事会を構成する者は、各部会の正副部会長、及び市民会議の正副代表とする。
（２）　策定作業部会の正副部会長は、正副策定委員長が就任する。

（3） 策定委員会の正副座長間の推薦投票にて、委員長1名、副委員長1名を選出する。また、学習チーム内の推薦投票にて副委員長1名を選出する。

（＊　正副座長は、各グループ内での推薦投票にて選出される。）

（＊　学習チームは、現体制に加えて、全体会において委員を追加募集する。）
（4） 策定支援部会の正副部会長は、正副推進委員長が就任する。

（5） 推進委員会のリーダー間の推薦投票にて、委員長1名、副委員長1名を選出する。また、広報チーム内の推薦投票にて副委員長1名を選出する。

（＊　正副チームリーダは、各チーム内での推薦投票にて選出される。）

（＊　広報チームは、現体制に加えて、全体会において委員を追加募集する。）
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